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江
戸
時
代
、
豊
後
国
日
田
地
方
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
天
領
と
し
て
過
ご
し
た
。
そ
の
た
め
他
の
藩
領
と
は
異
な
っ
た
環
境
の
も
と
で
、
独
自

の
文
化
圏
を
育
ん
で
い
っ
た
。
日
田
の
旧
家
に
生
ま
れ
、
書
画
・
俳
諧
．
漠
詩
・
国
学
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
精
通
し
た
森
春
樹
は
、
『
亀
山

紗
』
（
文
政
十
三
年
序
）
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
整
理
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
日
田
が
経
済
的
に

よ
り
発
展
し
、
様
々
な
人
物
を
輩
出
し
始
め
た
、
近
世
中
期
以
降
の
儒
学
・
漠
詩
文
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
を
引
い
て
み
る
。

（
前
略
）
隈
町
の
学
は
、
相
良
泰
庵
。
医
は
筑
前
の
官
医
鶴
原
玄
益
に
学
て
、
香
月
貞
庵
と
同
門
に
て
、
儒
書
は
貝
原
存
斎
・
貝
原
益
軒
兄

弟
の
間
に
学
ひ
、
京
都
の
伊
藤
東
涯
・
笠
原
雲
渓
に
親
灸
せ
り
。
さ
れ
は
貝
原
翁
は
し
め
長
崎
の
官
梅
道
栄
・
肥
後
の
北
村
雪
山
等
、
相
良

の
家
に
来
り
て
遊
へ
り
。
牛
山
香
月
豊
前
中
津
侯
に
聘
せ
ら
れ
て
、
牛
山
か
言
に
よ
り
て
秩
二
百
石
を
も
て
召
さ
れ
し
か
と
も
、
泰
庵
不
起
。

泰
庵
の
子
養
拙
・
玄
範
•
松
軒
皆
学
オ
有
。
養
拙
医
は
牛
山
に
学
ひ
、
儒
は
笠
原
に
学
へ
り
。
義
拙
の
長
子
梅
庵
医
は
同
牛
山
に
学
ひ
及
松

岡
玄
達
に
学
ふ
。
儒
は
誰
に
よ
り
し
か
し
ら
れ
す
。
岡
白
駒
と
交
れ
り
。
兼
て
狩
野
派
の
画
を
よ
く
す
。
梅
庵
の
弟
仲
英
、
白
駒
・
玄
逹
．

屈
原
山
・
龍
草
麿
及
長
州
の
山
県
周
南
・
小
倉
の
土
屋
昌
映
•
長
崎
の
高
喝
谷
・
肥
前
の
大
潮
禅
師
・
筑
前
の
亀
井
南
涙
等
、
詩
讀
贈
酬
あ

り
て
極
て
相
推
重
す
。

廣
円
寺
の
道
寧
師
は
元
肥
後
熊
本
延
寿
寺
の
二
男
也
。
学
オ
有
て
蘭
陵
詩
集
有
。

書
は
長
崎
の
水
月
庵
巴
陵
に
学
て
草
書
よ
し
。
其
二
男
寺

を
継
て
法
闇
師
也
。
十
七
の
年
江
戸
に
往
て
南
郭
門
人
と
な
り
、
又
大
潮
禅
師
に
学
て
最
詩
名
有
。
予
か
壮
歳
の
時
、
江
戸
医
家
某
む
か
し

寛
政
期
の
豊
後
日
田
漢
詩
壇

ー
咸
宜
園
前
史
I

高

橋

昌

彦
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京
師
に
て
問
学
の
因
有
と
て
書
を
贈
て
曰
、
今
肥
後
の
藪
孤
山
・
筑
前
の
亀
井
道
済
と
上
人
の
名
、
鼎
足
の
如
く
轟
と
い
へ
り
。
安
永
天
明

の
頃
、
頻
に
高
名
に
て
書
生
も
甚
多
か
り
し
也
。
今
の
府
内
光
西
寺
の
華
光
院
嗣
講
師
は
上
人
の
二
子
、
豊
前
正
行
寺
の
雲
華
院
嗣
師
は
上

人
の
甥
道
寧
師
の
孫
也
。

豆
田
の
長
福
寺
の
通
玄
師
は
も
と
廣
円
寺
産
に
て
豊
前
小
倉
の
道
香
門
人
也
。
其
養
子
宝
月
擬
講
師
は
筑
後
福
島
の
産
に
て
大
潮
禅
師
の
門

人
、
詩
名
有
九
州
三
絶
と
云
。
姫
島
の
七
絶
世
の
し
る
所
也
。
宗
旨
の
学
に
名
有
て
、
近
頃
の
東
本
願
寺
の
講
師
加
賀
の
専
明
師
の
若
き
時

来
り
学
れ
、
豊
前
正
行
寺
の
皆
往
院
講
師
も
来
り
て
学
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
又
八
代
の
高
徳
寺
易
行
院
講
師
は
此
宝
月
師
の
二
子
也
。

今
の
広
瀬
廉
卿
先
生
は
南
演
堂
門
人
に
て
其
業
尤
盛
に
し
て
、
西
国
は
勿
論
上
方
東
国
よ
り
も
来
り
学
も
の
多
き
事
古
今
に
絶
す
。

広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
隆
盛
で
、
こ
の
条
を
結
ん
だ
後
、
『
亀
山
紗
』
は
、
画
・
和
歌
・
狂
歌
・
俳
諧
・
蹴
鞠
・
立
花
挿
花
・
香
・
煎
茶
・
点
茶
・

碁
と
他
の
条
へ
続
い
て
い
く
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
日
田
の
儒
学
は
、
医
を
専
ら
と
し
た
相
良
一
族
や
広
円
寺
・
長
福
寺
の
僧
侶
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
成
長
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
相
良
家
と
そ
の
周
辺
の
文
事
は
、
相
良
仲
英
録
の
総
集
『
豊
城
濫
水
』
（
寛

延
四
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
釈
道
寧
は
そ
の
詩
集
『
逍
遥
草
』
（
延
享
五
年
刊
）
、
法
聞
は
『
銭
塘
詩
集
』
（
寛
政
四
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
刊

注
2

本
か
ら
も
今
日
そ
の
事
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
『
亀
山
紗
』
の
記
事
や
今
日
残
る
各
人
物
の
著
述
に
沿
っ
て
、
網
羅
的
に

注
3

書
か
れ
た
の
が
、
中
島
市
三
郎
『
咸
宜
園
教
育
発
達
史
』
と
い
え
る
。
同
書
が
日
田
文
化
の
通
史
と
し
て
優
れ
た
著
述
で
あ
る
こ
と
は
、
今
更
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か
い
点
で
は
、
誤
謬
や
遺
漏
が
見
え
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
本
論
は
、
広
瀬
淡
窓
の
漠
詩
の
師

匠
で
あ
る
松
下
筑
陰
が
日
田
に
滞
在
し
て
い
た
寛
政
期
に
焦
点
を
お
い
て
、
改
め
て
日
田
の
文
事
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

松
下
筑
陰
は
、
寛
政
二
年
、
久
留
米
藩
を
出
奔
し
、
日
田
の
僧
侶
た
ち
を
頼
っ
て
、
こ
の
地
へ
や
っ
て
き
た
。
彼
を
迎
え
た
六
十
三
歳
の
法
蘭

は
、
後
に
「
贈
松
世
民
之
佐
伯
序
」
（
『
銭
塘
文
集
余
稿
』
所
収
）
中
で
、
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（
前
略
）
世
民
は
本
筑
人
也
。
性
文
辞
を
闘
ひ
、
最
も
詩
に
長
じ
て
、
李
済
南
に
刻
意
す
。
…
…
人
と
な
り
仮
償
（
拘
束
さ
れ
な
い
様
）
、
世

柄
と
方
円
を
繋
す
る
こ
と
相
内
れ
ず
、
因
っ
て
其
の
国
を
出
、
越
て
草
非
に
在
る
が
其
の
始
末
也
。
予
、
方
外
の
旧
な
る
を
以
て
、
予
が
館

に
よ
り
、
遂
に
銭
唐
の
側
に
寓
す
る
こ
と
嘔
嘔
（
妍
し
そ
う
な
様
）
た
り
。
章
句
師
と
な
り
、
室
は
懸
磐
（
何
も
な
い
）
、
日
夜
其
の
仙
畢

（
経
義
を
解
せ
ず
文
字
の
み
を
読
む
）
を
呻
み
、
群
児
を
従
え
、
梢
を
取
り
て
自
給
す
。
居
る
こ
と
恒
に
侠
々
（
憂
う
）
と
し
て
、
志
を
得

ざ
る
也
。
（
原
漠
文
）

と
言
っ
て
い
る
。
久
留
米
に
お
い
て
自
分
の
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
日
田
の
地
で
熟
を
開
い
た
。
藩
領
を
飛
び
出
し
た
偏
者
が
、
曲
が
り
な
り
に

も
生
活
し
て
い
け
る
。
日
田
に
は
、
筑
陰
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
文
化
的
・
経
済
的
環
境
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
法
聞
は
、
『
亀
山

紗
』
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
詩
名
を
轟
か
せ
、
南
冥
も
兄
事
し
た
ほ
ど
の
詩
人
で
あ
っ
た
。
今
日
、
広
円
寺
に
残
る
『
銭
塘
文
集
』
は
、
草
稿
を

含
め
て
全
部
で
二
十
一
冊
。
う
ち
、
寛
政
期
以
降
の
詩
文
を
収
め
る
の
が
『
銭
塘
文
集
余
稿
』
一
冊
で
あ
る
。
寛
政
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
銭
塘

詩
集
』
二
巻
二
冊
は
、
『
銭
塘
文
集
初
篇
』
十
巻
六
冊
の
一
部
で
あ
り
、
写
本
に
は
釈
大
潮
の
朱
評
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
文
集
を
見
る

と
、
法
蘭
を
慕
っ
て
い
か
に
多
く
の
人
々
が
彼
の
元
を
訪
れ
た
か
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
挙

げ
て
み
よ
う
。

寛
政
五
年
、
法
蘭
と
筑
陰
の
元
を
、
一
人
の
人
物
が
訪
ね
て
き
た
。
そ
の
人
と
は
、
牧
園
茅
山
で
あ
っ
た
。
明
和
四
年
、
筑
前
志
摩
郡
師
吉
村

に
生
れ
、
南
冥
門
に
入
っ
た
茅
山
は
、
門
人
中
で
頭
角
を
現
し
、
学
成
っ
て
後
、
九
州
各
地
に
遊
ん
だ
。
寛
政
七
年
に
柳
川
細
工
町
常
光
寺
に
寓

し
て
教
授
し
、
そ
の
後
柳
河
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
遊
学
の
時
期
に
あ
た
る
。
著
書
『
行
在
或
問
』
（
文
政
十
一

注
5

年
刊
）
は
広
く
読
ま
れ
た
が
、
他
に
は
、
『
南
冥
亀
井
先
生
遺
稿
』
一
冊
（
天
保
二
年
序
・
木
活
）
を
校
訂
刊
行
し
て
い
る
。

注
6

さ
て
、
こ
の
時
の
茅
山
と
日
田
の
人
々
と
の
唱
和
を
収
め
た
詩
集
が
『
日
南
探
珠
集
』
(
[
与
・
大
本
一
冊
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
内
題
下
小

書
に
は
「
是
寛
政
五
癸
丑
十
月
稿
也
、
余
自
太
宰
府
遊
H
田
、
典
法
蘭
松
世
民
等
周
旋
所
作
也
」
と
記
さ
れ
、
成
立
時
期
が
わ
か
る
。
こ
の
茅
山

の
来
訪
を
、
淡
窓
は
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
三
で
、
寛
政
四
年
の
事
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
同
書
に
お
け
る
幼
少
年
期
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
年
次

が
異
な
る
と
わ
か
る
も
の
や
曖
昧
な
も
の
が
他
に
も
存
在
し
、
引
用
に
際
し
て
十
分
な
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
内
容
に
極
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め
て
興
味
深
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
、
引
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

此
年
。
筑
前
ノ
人
。
牧
園
文
哉
。
当
県
二
来
リ
。
文
之
進
ノ
家
ヲ
主
ト
ス
。
予
相
見
タ
リ
。
是
ハ
亀
南
演
ノ
門
人
ニ
テ
。
俊
秀
四
五
人
ノ
列

ナ
リ
。
名
猪
。
字
大
野
。
茅
山
卜
号
ス
。
法
闇
松
下
ノ
諸
子
卜
周
旋
ス
。
予
ニ
モ
序
一
篇
ヲ
贈
レ
リ
。
時
二
年
二
十
六
卜
覚
ユ

。
此
人
筑
ニ

帰
リ
テ
。
予
力
名
ヲ
悠
揚
ス
。
南
涙
父
子
モ
。
往
年
入
門
ノ
約
ハ
。
聞
キ
入
レ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
。
実
ハ
牧
園
力
言
ニ
テ
。
始
メ
テ
予
ア
ル
コ

ト
ヲ
知
ラ
レ
タ
リ
。
後
年
予
筑
二
在
リ
。
南
涙
先
生
二
陪
セ
、
ソ
ニ

。
先
生
予
二
戯
レ
テ
。
牧
園
吾
子
ヲ
称
、
ソ
テ
。
海
内
無
双
ノ
オ
子
ト
イ
ヘ

リ
。
此
言
実

二
当
レ
リ
。
然
レ
ト
モ
。
今
ヲ
以
テ
見
ル
ニ
。
外
ニ
―
両
人
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
ニ
モ
非
ス
ト
言
ハ
レ
タ
リ
。
予
大
二
跛
踏
、
ソ
タ
リ
。

文
哉
後
二
改
メ
テ
進
士
卜
称
ス
。
柳
川
ノ
儒
官
ト
ナ
レ
リ
。

後
半
部
に
語
ら
れ
る
、
こ
の
時
の
出
会
い
で
淡
窓
の
オ
子
ぶ
り
を
見
て
、
南
冥
に
積
極
的
に
喧
伝
し
た
の
が
、
こ
の
茅
山
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
。

寛
政
五
年
、
淡
窓
は
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
茅
山
は
文
中
に
あ
る
通
り
、
寛
政
四
年
な
ら
ば
二
十
六
歳
（
寛
政
五
年
は
二
十
七
歳
）
と
言

う
こ
と
に
な
る
。
淡
窓
の
情
報
は
、
亀
井
熟
入
門
以
前
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
南
冥
へ
と
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
あ
ら
た
め
て
『
日
南
探
珠
集
』
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
本
文
七
丁
、
仮
綴
じ
の
冊
子
中
に
、
作
者
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
茅
山
の
他
、

館
林
子
駅
（
千
里
）
・
仲
寅
之
助
•
森
下
桂
（
圭
）
．
釈
法
蘭
•
松
世
民
•
藤
信
（
婦
人
）
の
六
人
で
あ
る
。
六
人
中
、
今
の
と
こ
ろ
、
森
下
に
つ

い
て
は
不
詳
。
巻
頭
は
、
日
田
滞
在
中
、
最
も
世
話
に
な
っ
た
文
之
進
に
贈
っ
た
詩
と
そ
の
唱
和
か
ら
始
ま
る
。

贈

館

林

千

里

牧

園

猪

売
薬
栖
朝
市
、
知
名
大
隠
儲
、
千
山
当
檻
秀
、
一
水
抱
軒
流
、
揮
翰
雲
霞
色
、
志
機
鵡
鷺
遊
、
女
児
須
認
得
、
韓
老
本
悠
々

和

館

林

子

駆

書
剣
双
々
至
、
大
邦
君
子
債
、
揮
奄
示
肝
肺
、
傾
羊
皿
昭
風
流
、
北
学
他
年
業
、
南
涙
今
日
遊
、
新
知
如
旧
識
、
投
轄
共
悠
々
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文
之
進
は
、
茅
山
の
詩
中
に
も
「
売
薬
」
と
あ
る
よ
う
に
、
医
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
名
は
、
『
懐
旧
楼
筆
記
』
中
に
も
、
頻
繁
に
登

場
す
る
。
例
え
ば
、
巻
八
（
寛
政
十
一
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
人
物
像
を
語
っ
て
い
る
。

館
林
文
之
進
。
本
姓
相
良
。
中
年
ノ
後
。
故
ア
リ
テ
姓
ヲ
改
メ
タ
リ
。
没
ス
ル
年
四
十
ニ
ナ
リ
。
此
人
若
カ
リ
シ
時
。
南
涙
先
生
ノ
弟
子
タ

リ
。
俊
オ
ノ
称
ア
リ
。
医
術
ヲ
事
ト
ス
ル
ニ
及
ソ
テ
モ
。
詩
文
ナ
ト
ハ
全
ク
ハ
廃
セ
サ
リ
シ
。
予
戚
励
タ
ル
ヲ
以
テ
。
幼
キ
ヨ
リ
。
常
二
往

来
セ
リ
。
予
二
長
ス
ル
コ
ト
ニ
十
四
歳
。
然
レ
共
。
予
ヲ
見
ル
コ
ト
朋
輩
ノ
如
、
ソ
。
余
力
十
四
五
歳
ノ
時
二
当
ッ
テ
。
或
ハ
市
中
ニ
テ
行
逢

フ
コ
ト
ア
リ
。
予
ヲ
呼
止
メ
テ
。
吾
先
日
某
々
ノ
句
ヲ
得
タ
リ
。
願
ハ
ク
ハ
吾
子
力
品
目
ヲ
受
ケ
ソ
ト
云
ッ
テ
。
人
馬
往
来
絡
繹
タ
ル
中
二

於
テ
。
其
詩
ヲ
朗
誦
シ
。
而
後
別
レ
タ
リ
。
此
人
性
質
厳
刻
ニ
シ
テ
。
家
政
ノ
事
二
密
ナ
リ
。
然
レ
共
亦
タ
一
種
ノ
風
趣
ア
リ
。

他
に
良
益
と
称
し
、
子
玉
と
い
う
字
を
も
持
つ
。
相
良
か
ら
館
林
姓
に
改
め
た
の
は
、
卜
者
に
不
利
と
言
わ
れ
た
た
め
だ
と
い
う
。
詩
文
を
善
＜

し
、
『
鼈
山
集
』
と
い
う
著
述
が
あ
っ
た
が
、
文
化
十
二
年
十
月
の
大
火
で
烏
有
に
帰
し
た
と
さ
れ
る
。
前
掲
『
豊
城
濫
水
』
の
編
者
相
良
仲
英

の
次
男
が
文
之
進
に
な
る
。
淡
窓
に
と
っ
て
は
従
姉
に
あ
た
る
伯
父
月
化
の
長
女
伊
佐
が
、
こ
の
文
之
進
へ
嫁
い
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
幼
い
頃
か

ら
親
戚
の
付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
。
淡
窓
の
入
門
簿
の
第
一
号
に
登
場
す
る
「
館
林
伊
織
」
は
そ
の
次
男
で
、
後
に
麻
生
姓
を
名
乗
り
、
淡
窓
の

妹
那
智
が
嫁
い
で
い
る
。
ま
た
弟
久
兵
衛
（
号
南
骸
）
の
室
は
、
伊
織
の
妹
亮
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
之
進
の
世
代
以
降
、
広
瀬
一
族
と
の

注
8

関
係
は
、
極
め
て
濃
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
唱
和
の
後
に
続
い
て
、
茅
山
が
若
き
淡
窓
に
初
め
て
逢
っ
た
時
に
贈
っ
た
詩
が
載
る
。

接
仲
童
子
子
秋
風
奄
、
岐
疑
秀
英
所
未
曽
見
也
、
且
竜
控
山
野
景
致
縣
連
、
因
賦
一
絶
謝
贈

牧
園
猪

一
宇
幽
荘
似
網
川
、
名
山
秀
水
翠
欄
前
、
風
姿
驚
見
王
摩
詰
、
能
画
能
文
尚
少
年

「
仲
」
の
姓
は
、
揖
斐
郡
代
が
伯
父
月
化
に
贈
っ
た
も
の
で
、
幼
い
時
伯
父
の
家
で
過
ご
し
た
淡
窓
も
使
用
し
て
い
た
。
秋
風
竜
を
朝
川
に
、
淡

窓
を
王
維
に
重
ね
て
、
そ
の
優
れ
た
オ
知
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
出
会
い
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
南
冥
へ
と
伝
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
詩
集
の
中
、
最
も
多
く
の
人
物
が
集
い
、
詩
の
唱
和
が
な
さ
れ
た
の
が
、
法
蘭
主
催
の
広
円
寺
で
行
わ
れ
た
席
で
あ
っ
た
。
ま
ず
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は
、
法
闇
の
詩
か
ら
始
ま
る
。

此
君
亭
集
得
沈
字
釈
法
蘭

寂
寛
幽
居
傍
竹
林
、
諸
賢
接
武
此
追
尋
、
日
南
風
色
連
珠
照
、
斗
際
星
文
帯
剣
深
、
白
髪
江
湖
耽
隠
逸
、
青
雲
事
業
任
浮
沈
、
狂
来
未
党
清

談
座
、
不
誤
当
時
愁
玩
心

此
君
亭
は
、
法
蘭
の
居
室
の
名
。
こ
の
後
に
、
館
林
子
麒
の
七
律
二
首
「
同
得
斜
字
」
「
同
得
風
字
」
、
松
下
筑
陰
の
七
律
二
首
「
同
得
山
字
」

「
同
〔
牧
大
野
来
自
遊
南
肥
〕
」
、
淡
窓
の
七
律
二
首
「
同
得
幽
字
」
「
同
得
天
字
」
、
森
下
圭
の
七
絶
一
首
「
同
得
暉
字
」
、
牧
園
茅
山
の
七
律
四
首

「
同
得
城
字
」
「
同
得
寒
字
」
「
和
銭
塘
師
」
「
和
松
世
民
」
と
順
に
続
く
。
そ
し
て
、
一
番
後
は
、
姓
名
の
下
に
小
書
で
「
婦
人
」
の
注
の
付
い
た

作
品
で
結
ば
れ
て
い
る
。

此
君
亭
集
得
楓
字
藤
信
〔
婦
人
〕

朔
風
爾
愁
竹
林
中
、
青
眼
相
逢
今
古
同
、
不
独
樽
前
清
興
状
、
開
軒
席
上
散
紅
楓

こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
三
（
寛
政
五
年
）
は
、

円
什
上
人
ノ
室
ヲ
阿
信
卜
云
フ
。
府
内
光
西
寺
ノ
女
ナ
リ
。
詩
ヲ
能
ク
セ
リ
。
其
寺
二
会
ア
レ
バ
出
席
セ
リ
。
又
匿
名
稿
ヲ
以
テ
。
社
中
ヨ

リ
甲
乙
ヲ
法
蘭
上
人
二
乞
フ
コ
ト
ア
リ
。
此
人
往
々
甲
科
二
居
レ
リ
。
人
ト
ナ
リ
風
神
洒
落
ニ
シ
テ
。
頗
ル
塵
表
ノ
物
ナ
リ
。
晩
二
妙
信
院

ト
号
ス
。
円
什
二
先
ッ
テ
没
ス
。
円
什
其
詩
ヲ
編
ソ
テ
。
姫
島
集
卜
号
セ
リ
。

と
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
法
蘭
の
息
子
円
什
の
室
に
あ
た
る
こ
の
人
物
は
、
女
流
詩
人
で
、
こ
の
地
で
は
か
な
り
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
残

注
9

念
な
が
ら
、
原
采
頚
や
亀
井
少
栞
よ
り
も
一
世
代
早
い
こ
の
人
物
は
、
今
日
ほ
と
ん
ど
無
名
と
い
っ
て
も
い
い
。
確
か
に
、
そ
の
詩
集
は
現
在
、

広
円
寺
に
、
『
姫
島
遺
稿
』
(
[
与
・
大
本
一
冊
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
草
稿
に
あ
た
る
『
姫
島
詩
集
』
（
写
・
大
本
二
冊
）
、
南
冥
と

原
古
処
の
批
正
の
入
っ
た
『
姫
島
詩
稿
』
（
写
・
大
本
一
冊
）
が
現
存
し
て
い
る
。
妻
の
没
後
、
夫
円
什
は
遺
稿
を
編
み
、
そ
の
序
文
を
淡
窓
に

頼
ん
だ
。
依
頼
を
受
け
た
淡
窓
の
日
記
に
は
「
姫
島
集
序
脱
稿
」
（
『
淡
窓
日
記
』
巻
二
下
、
文
化
十
一
年
四
月
二
十
六
日
）
と
あ
り
、
同
年
五
月

二
十
一
日
に
は
「
書
姫
島
集
序
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
序
は
、
そ
の
ま
ま
『
姫
島
遺
稿
』
の
頭
に
「
題
姫
島
集
首
」
（
文
化
十
一
年
仲
夏
）
と
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し
て
置
か
れ
て
い
る
。
序
文
中
、
淡
窓
は
信
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
今
得
藤
尼
公
詩
、
誦
之
体
裁
具
突
。
材
料
贈
突
。
句
順
字
協
無
愧
。
作
者
可
謂
奇
已
。
蓋
其
為
人
神
情
朗
徹
、
有
林
下
風
、
耽
嗜

経
史
、
手
不
捨
巻
。
亦
古
閏
秀
之
所
無
也
。
夫
然
故
其
発
揮
情
性
、
不
以
彼
而
以
此
。
登
不
誠
女
丈
夫
哉
。
尼
公
名
信
、
字
如
麟
、
姫
島
其

号
。
我
豊
光
西
寺
主
女
、
世
奉
親
鷹
氏
之
道
。
適
同
派
広
円
一
環
上
人
、
晩
節
削
髪
。
卒
時
年
四
十
九
、
上
人
為
録
遺
稿
、
凡
一
百
六
十
七

首
云
。
（
句
読
点
は
高
橋
）

日
田
の
女
流
文
人
に
は
、
俳
人
と
し
て
夫
野
紅
と
共
に
名
を
残
す
長
野
り
ん
が
前
に
い
る
が
、
漠
詩
文
の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
人
物

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
土
地
に
受
け
入
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
引
き
続
い
て
『
日
南
探
珠
集
』
を
見
る
と
、
「
画
馬
分
韻
」
の
詩
題
で
、
五
人
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。
『
銭
塘
文
集
余
稿
』
に
は
、
同

じ
詩
が
「
仲
神
童
宅
集
賦
画
馬
分
韻
」
の
詩
題
で
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
淡
窓
の
家
で
行
わ
れ
た
詩
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
淡

窓
の
詩
を
引
い
て
み
る
。

同

分

韻

仲

寅

之

助

開
巻
駿
騰
碧
玉
聰
、
何
人
妙
手
奪
天
エ
、
五
花
雲
結
班
身
満
、
萬
里
功
成
汗
血
紅
、
塞
上
真
堪
破
騎
虜
、
絹
端
疑
見
起
長
風
、
千
金
縦
是
求

神
駿
、
龍
種
寧
能
在
世
中

今
日
残
る
淡
窓
の
詩
の
中
で
も
、
最
も
早
い
時
期
の
詩
で
あ
ろ
う
。
描
か
れ
て
い
る
馬
の
力
感
が
伝
わ
る
よ
う
で
、
確
か
に
十
二
歳
が
作
っ
た
と

は
、
思
え
な
い
よ
う
な
出
来
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
法
蘭
の
「
月
夜
乏
舟
亀
陰
」
で
始
ま
る
詩
会
が
、
郡
中
第
一
の
勝
景
と
称
え
ら
れ
た
亀
山
の

も
と
、
舟
を
浮
か
べ
て
行
わ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
末
に
は
、
茅
山
が
日
田
を
離
れ
る
に
あ
た
っ
て
贈
っ
た
筑
陰
「
辟
羅
亭
送
牧
大
野

還
筑
」
の
詩
が
載
る
。

高
亭
惜
別
対
氷
壺
、
暗
酒
亀
峯
落
日
孤
、
千
里
漸
他
空
駿
足
、
一
時
羨
雨
抱
龍
珠
、
人
間
歓
楽
多
浮
波
、
海
内
交
遊
已
有
無
、
莫
向
風
塵
論

摺
笏
、
新
詩
自
是
在
江
湖

辟
羅
亭
は
、
相
良
家
の
亭
号
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
う
け
、
そ
の
ま
ま
、
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
を
込
め
た
各
人
の
「
夜
猿
喘
」
で
、
詩
集
は
終
わ
っ
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さ
て
、
『
日
南
探
珠
集
』
は
、
茅
山
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
た
詩
会
の
際
の
唱
和
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
会
は
、
決
し
て
臨
時
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
で
は
、
当
時
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
三
（
寛
政

五
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

此
比
詩
会
卜
云
フ
コ
ト
。
時
々
ア
リ
。
予
モ
是
二
典
レ
リ
。
イ
ツ
モ
法
蘭
上
人
上
首
タ
リ
。
松
下
モ
ユ
カ
レ
タ
リ
。
会
者
或
ハ
六
七
人
。
或

ハ
十
余
人
ニ
モ
及
ヘ
リ
。
其
所
ハ
。
広
円
寺
。
長
福
寺
。
長
普
寺
ナ
ト
ナ
リ
。
浄
満
寺
。
護
願
寺
。
相
良
東
岳
力
家
ニ
モ
会
セ
シ
コ
ト
ア
リ
。

我
家
ニ
モ
会
席
ヲ
ナ
セ
リ
。

大
抵
は
寺
で
催
さ
れ
、
僧
侶
の
間
で
開
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
文
之
進
の
兄
で
あ
る
東
岳
の
家
や
先
程
見
た
よ
う
に
淡
窓
の
家
で

も
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
改
め
て
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
に
存
在
し
た
の
が
、
法
蘭
で
あ
っ
た
。
時
期
は
不
明
だ
が
、
そ
の
様
子
を
伝
え
る

も
の
が
広
円
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
『
聯
璧
詩
稿
』
『
聯
璧
詩
草
』
『
聯
璧
詩
草
二
編
』
（
各
大
本
一
冊
・
写
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
中
に
登
場
す
る
名

は
、
主
に
僧
侶
が
中
心
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
法
蘭
の
朱
批
と
順
位
が
付
し
て
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
詩
題
を
与
え
て
そ
の
優
劣
を
競
っ
た
こ
と
は
、

先
の
信
に
関
す
る
記
事
の
と
こ
ろ
に
も
、
甲
乙
を
つ
け
た
と
出
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
資
料
か
ら
も
窺
え
る
。

こ
の
時
代
、
全
国
各
地
に
登
場
し
て
き
た
詩
社
と
い
う
も
の
が
、
日
田
に
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
盟
主
は
法
蘭
で
あ
り
、
彼
の
周

り
に
筑
陰
や
若
き
日
の
淡
窓
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
た
。
更
に
は
、
他
の
地
よ
り
訪
ね
て
く
る
茅
山
の
よ
う
な
人
物
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
時

期
に
は
、
他
に
も
高
山
彦
九
郎
な
ど
が
日
田
を
訪
れ
て
い
る
。
天
領
と
い
う
地
域
は
、
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々
が
離
合
集
散
し
、

交
流
す
る
と
い
う
特
異
性
を
持
っ
て
い
た
。
僧
侶
や
儒
医
、
商
家
の
子
女
、
行
脚
の
者
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
加
え
て
、
代
官
・
郡
代
た
ち
の
存
在
。

江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
岡
田
・
揖
斐
と
い
っ
た
人
々
の
名
は
、
一
っ
―
つ
採
り
上
げ
な
い
が
、
「
岡
明
府
」
「
斐
使
君
」

て
い
る
。
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な
ど
の
呼
称
で
、
今
ま
で
掲
げ
た
詩
文
集
や
筑
陰
の
詩
文
、
あ
る
い
は
月
化
な
ど
の
俳
書
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
藩
主
が
存
在
す
る
土
地
と

異
な
り
、
武
士
と
町
人
・
僧
侶
が
極
め
て
近
い
関
係
で
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を
培
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
淡
窓
の
才
能
は
、
亀
井
の
塾
に
赴
い
た
こ
と
で
突
然
開
花
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
田
と
い
う
土
地
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

と
の
交
遊
を
経
て
、
着
実
に
育
ま
れ
た
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
殊
に
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
中
心
に
い
た
法
蘭
の
存

在
は
、
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
法
蘭
が
そ
の
才
能
を
認
め
て
い
た
の
が
、
久
留
米
藩
を
飛
び
出
し
て
き
た
筑
陰
で
あ
っ
た
。
二
人

注

11

は
、
短
い
期
間
の
中
で
、
相
当
深
い
親
交
を
築
い
て
い
っ
た
。
そ
の
法
闇
と
筑
陰
の
関
係
を
表
し
た
逸
話
が
、
森
春
樹
『
蓬
生
談
』
巻
九
の
七
に

残
る
。
む
か
し
、
妥
の
広
円
寺
に
、
津
江
山
の
長
谷
部
家
に
久
し
く
伝
り
し
先
祖
兵
衛
尉
信
連
の
持
た
り
し
笛
と
い
ふ
を
、
津
江
家
亡
て
後
、
百
姓

の
家
に
伝
は
り
し
を
、
予
か
壮
年
の
時
、
法
闇
上
人
の
時
、
此
寺
に
調
て
置
し
を
、
其
笛
二
管
な
る
を
、
一
管
は
久
留
米
の
流
人
松
下
世
民

と
云
儒
者
、
久
く
上
人
に
従
学
せ
し
問
、
こ
の
松
下
に
贈
り
て
、
今
一
管
寺
の
什
物
に
て
有
し
。
（
下
略
、
句
読
点
は
高
橋
）

注

12

筑
陰
が
日
田
に
暮
ら
し
た
の
は
、
四
年
足
ら
ず
。
筑
陰
の
詩
文
集
『
梅
祥
書
屋
存
稿
』
所
収
の
日
田
時
代
の
作
品
に
は
、
何
力
所
に
も
わ
た
っ
て

朱
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
一
っ
、
寛
政
二
年
九
月
二
十
九
日
成
立
の
文
「
送
膝
子
祥
帰
北
豊
序
」
の
末
に
は
「
法
蘭
拙
評
」
の
朱
書
が
あ
り
、
雌

注
13

黄
を
乞
う
て
い
た
相
手
が
、
法
蘭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
年
時
不
明
な
が
ら
「
七
日
」
の
日
付
を
も
つ
、
筑
陰
宛
の
法
蘭
書
簡
に
は
、

（
前
略
）
此
間
ハ
城
内
御
閑
居
、
佳
作
数
多
御
出
来
可
被
致
奉
察
候
。
然
ハ
服
ハ
去
年
之
通
、
岳
林
精
舎
江
相
会
可
申
と
、
昨
夜
長
善
玄
海

卜
約
諾
申
置
候
。
御
隙
見
候
ハ
ヽ
、
御
同
伴
仕
度
候
。
精
舎
障
有
之
候
ハ
ヽ
、
玄
海
方
に
て
相
催
可
申
と
の
事
に
御
座
候
問
、
是
非
御
同
伴

可
仕
候
。
（
下
略
）

と
あ
り
、
年
末
に
予
定
さ
れ
る
日
田
の
古
刹
臨
済
宗
岳
林
寺
で
の
詩
会
に
是
非
同
伴
を
と
誘
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
と
、
先
ほ

ど
の
『
蓬
生
談
』
の
記
事
を
な
ら
べ
て
み
る
と
、
宝
物
と
も
呼
べ
る
笛
の
一
本
を
贈
る
ほ
ど
に
ま
で
な
っ
て
い
っ
た
の
も
な
る
ほ
ど
と
頷
く
こ
と

注

u

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
筑
陰
が
、
楽
器
に
通
じ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
も
相
侯
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
日
田
地
域
の
文
化
は
、
前
掲
の
森
春
樹
『
亀
山
紗
』
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
長
い
問
に
渡
っ
て
育
ち
、
受
け
継
が
れ
て
き
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や
が
て
、
淡
窓
自
身
が
塾
を
開
き
、
日
田
の
み
な
ら
ず
、
九
州
、
さ
ら
に
は
全
国
各
地
か
ら
入
門
者
が
訪
れ
る
ほ
ど
の
求
心
力
を
持
つ
こ
と
に

な
る
。
そ
の
門
人
た
ち
の
概
要
を
見
る
と
、
や
は
り
、
こ
の
若
い
頃
の
環
境
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

注
15

咸
宜
園
出
身
者
の
構
成
の
う
ち
、
全
体
の
三
分
の
一
を
僧
侶
が
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地
縁
・
血
縁
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ

る
が
、
日
田
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
淡
窓
以
前
か
ら
、
漠
詩
文
の
盛
ん
な
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
淡
窓
が
開
塾

し
た
後
も
、
僧
侶
た
ち
に
よ
る
詩
会
は
脈
々
と
続
い
て
お
り
、
広
円
寺
に
は
、
法
蘭
の
後
を
嗣
い
だ
円
什
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
文
政
九
年

ま
で
の
詩
会
の
跡
が
『
唱
和
集
』
と
い
う
書
名
で
残
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
藩
校
な
ど
と
は
異
な
っ
て
、
町
方
・
村
方
の
人
物
が
多
い
の
が
、
こ

の
熟
の
個
性
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
数
は
少
な
く
な
る
が
、
医
家
・
役
人
（
県
吏
）
た
ち
が
そ
の
後
に
続
き
、
対
し
て
儒
者
の
数
は
大
変
少
な
い
の

四

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
寛
政
と
い
う
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
才
能
あ
る
人
物
を
抱
え
、
大
き
な
文
化
圏
を
作
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
筑
陰
は
、
寛
政
六
年
春
に
日
田
の
地
を
去
り
、
藩
儒
と
な
っ
て
佐
伯
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
法
蘭
は
、
そ
の

喜
び
を
詩
に
詠
じ
た
（
『
銭
塘
文
集
余
稿
』
）
。

贈
松
世
民
承
乏
文
学

西
諸
侯
国
政
相
聞
、
佐
伯
令
名
最
出
群
、
海
濶
魚
塩
称
地
利
、
天
高
奎
壁
仰
星
文
、
袢
宮
春
水
絃
歌
涌
、
芸
閣
南
風
典
索
薫
、
喜
爾
令
酬
題

柱
志
、
行
飛
華
蓋
映
青
雲

し
か
し
、
法
蘭
も
ま
た
、
そ
の
年
の
秋
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
日
田
の
漠
詩
壇
は
、
一
気
に
求
心
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
淡
窓
が
、

家
族
と
相
談
し
た
結
果
、
筑
陰
を
追
い
か
け
て
、
病
弱
な
体
に
も
関
わ
ら
ず
、
佐
伯
へ
と
赴
い
た
の
が
、
そ
の
証
で
あ
る
。
淡
窓
は
そ
の
後
、
様
々

な
人
を
通
じ
て
話
を
聞
き
、
憧
れ
て
い
た
亀
井
の
塾
に
入
門
す
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
才
能
溢
れ
、
優
れ
た
環
境
に
育
っ
た
淡
窓
は
、
そ
の
頃

に
は
、
も
は
や
十
分
な
実
力
を
す
で
に
身
に
つ
け
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
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10 

，
 

8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
ー で

あ
る
。
日
田
の
文
化
を
支
え
て
き
た
階
層
が
、
こ
れ
ら
の
割
合
に
も
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
数
は
極
め
て
少

な
い
が
女
性
の
門
人
が
存
在
し
た
背
景
に
は
、
案
外
、
信
の
存
在
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
ま
で
、
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
法
蘭
上
人
を
中
心
に
―
つ
の
時
代
を
追
い
か
け
て
み
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
寛
政
期
の
日
田

漠
詩
壇
を
見
る
こ
と
で
、
淡
窓
が
中
心
と
な
っ
て
築
い
て
い
く
そ
の
後
の
咸
宜
園
文
化
が
興
っ
た
因
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

昭
和
四
十
一

年

・
日
田
市
教
育
委
員
会
発
行
。
引
用
文
の
句
読
点
は
高
橋
が
付
し
た
。

『
豊
城
濫
水
』
と
『
逍
遥
草
』
は
中
野
三
敏
先
生
蔵
本
、
『
銭
塘
詩
集
』
は
内
閣
文
庫
本
に
よ

っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
・
中
島
国
夫
発
行
。

拙
稿
「
松
下
筑
陰
伝
孜
（
上
）
」
『
語
文
研
究
』
八
十
六
・
八
十
七
号
（
平
成
十
一
年
）

『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
（
昭
和
五
十
五
年
・
葦
書
房
発
行
）
に
は
、
未
所
収
。
柳
川
古
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
対
山
館
文
庫
五
ー
一
四

0
。

柳
川
古
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
立
花
文
書
2
5
0
2
0

『
淡
窓
全
集
』
上
巻
（
大
正
十
四
年
・
日
田
郡
教
育
会
）
所
収
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

『
亀
井
南
冥

・
昭
陽
全
集
』
所
収
の
書
簡
等
に
、
相
良
良
益
と
し
て
出
て
く
る
。
相
良
家
代
々
に
つ
い
て
は
、
田
中
晃
氏
「
相
良
家
譜

こ

「
同
二
」
『
日
田
文
化
』

3
6
.
3
7
（
平
成
五
・
六
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
そ
の
後
の
相
良
一
族
と
広
瀬
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
神
戸
輝
夫

氏
「
広
瀬
淡
窓
一
族
及
び
咸
宜
園
と
玖
珠
郡
に
つ
い
て
」
『
日
田
・
玖
珠
地
域
ー
自
然
・
社
会
・
教
育
ー
』
（
平
成
四
年
）
に
魏
め
ら
れ
て

い
る
。信
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
女
流
漢
詩
人
を
探
す
」
『
機
』
応

109
（
平
成
十
二
年
・
藤
原
書
店）

『
淡
窓
全
集
』
中
巻
（
大
正
十
五
年
・
日
田
郡
教
育
会
）
所
収
。

注

に
お
い
て
、
そ
の
存
在
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
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〔
付
記
〕

11

故
田
中
晃
氏
撮
影
の
森
家
蔵
本
の
写
真
に
よ
っ
た
。

1
2
佐
伯
市
松
下
フ
ミ
氏
所
蔵
。

13

佐
伯
市
松
下
フ
ミ
氏
所
蔵
『
松
下
筑
陰
先
生
伝
』
所
収
。

14

注
4
に
同
じ
。

15

中
野
範
編
『
咸
宜
園
出
身
八
百
名
略
伝
集
』
（
昭
和
四
十
九
年
・
広
瀬
宗
家
）
・
同
『
咸
宜
園
出
身
二
百
名
略
伝
集
』
（
昭
和
五
十
年
・
広
瀬

宗
家
）
に
よ
る
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
貴
重
な
蔵
書
の
閲
覧
．
複
写
を
許
可
さ
れ
た
広
円
寺
を
は
じ
め
と
す
る
各
所
蔵
機
関
に
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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